
第119号（1） 令和4年4月1日（金）

　

一
月
十
八
日（
火
）か
ら
二
十 

二
日（
土
）ま
で
の
五
日
間
、
聖

徳
大
学
川
並
弘
昭
記
念
図
書
館

五
階
に
て「
第
十
五
回
児
童
学

科
卒
業
研
究
作
品
展
」が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
、

本
学
科
四
年
生
の
卒
業
研
究
の

成
果
発
表
の
場
と
し
て
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
学
生

は
思
う
よ
う
に
研
究
が
進
ま
な

い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、オ

ン
ラ
イ
ン
で
途
中
経
過
を
発
表

す
る
な
ど
、
担
当
教
員
の
助
言

を
受
け
な
が
ら
研
究
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
の
出
展
者
数
は
、約
六
十 

名
。
美
術
を
は
じ
め
幼
児
教
育
、

保
育
、
小
児
栄
養
や
小
児
保
健
、

特
別
支
援
教
育
等
八
つ
の
ゼ
ミ

か
ら
参
加
が
あ
り
、
に
ぎ
や
か

な
展
示
に
な
り
ま
し
た
。
内
容

は
絵
画
や
立
体
、コ
マ
撮
り
ア
ニ

メ
等
の
自
己
表
現
研
究
と
、
布

絵
本
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等
の

教
材
研
究
に
分
か
れ
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
専
用
の
卒
業
研
究
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し
、
評
価
の

観
点
を
理
解
し
研
究
を
進
め
ま

し
た
。
展
示
は
評
価
項
目
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
た
る
た

め
、
各
自
、
作
品
が
良
く
見
え

る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
ま
た

併
せ
て
制
作
過
程
を
記
録
し
た

論
文
形
式
の
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
も
一
緒
に
展
示
を
し
ま

し
た
。

　

学
生
は
こ
の
卒
業
研
究
を

「
児
童
学
」の
ま
と
め
と
し
て
課

題
に
向
き
合
い
、
作
品
と
い
う

形
で
成
果
を
出
し
ま
し
た
。
特

に
今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に

も
慣
れ
、
自
宅
で
計
画
的
に
研

究
を
進
め
た
こ

と
で
、
時
間
を

か
け
た
密
度
の

あ
る
作
品
が
多

く
見
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、自
己

の
内
面
を
見
つ

め
た
り
、
保
育

の
課
題
に
興
味

を
持
ち
研
究
を

深
め
て
い
き
ま

し
た
。

　

展
示
期
間
中

は
、
来
場
し
た

学
生
や
教
員
と

の
会
話
を
通
し

て
作
品
に
新
た

な
一
面
を
発
見
す
る
な
ど
貴
重

な
学
び
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
在
学
生
に
は
、
制
作
ア
イ

デ
ア
や
素
材
の
知
識
な
ど
、
今

後
の
研
究
の
参
考
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。
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聖
徳
大
学
な
ら
び
に
聖
徳
大

学
短
期
大
学
部
は
、
三
月
一
日

（
火
）、
独
立
行
政
法
人
都
市
再

生
機
構（
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
）と
、

「
千
葉
県
内
の
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅

団
地
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
活

性
化
等
の
推
進
に
係
る
連
携
協

定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
や
地
域
社
会
の
発

展
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材

育
成
の
た
め
、
地
域
と
連
携
し

た
活
動
を
推
進
し
て
い
る
本
学

と
、
多
様
な
世
代
が
生
き
生
き

と
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
住
ま

い
・
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
、
相
互

に
連
携
、
協
力
す
る
も
の
で
す
。

Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
団
地
と
そ
の
周

　

聖
徳
大
学
な
ら
び
に

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

は
、
一
月
二
十
日（
木
）、

千
葉
県
立
佐
倉
西
高
等

学
校（
上か

じ
ろ代
栄さ

か
え

校
長
）と

高
大
連
携
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

佐
倉
西
高
等
学
校
は
、「
福
祉

コ
ー
ス
」を
設
置
し
て
福
祉
教

育
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
全

生
徒
が「
共
生
社
会
と
福
祉
」を

学
ぶ
な
ど
福
祉
マ
イ
ン
ド
の
育

成
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

コ
ー
ス
選
択
制
に
よ
り
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
個
性
や
能
力
を
伸

ば
し
、
学
習
へ
の
興
味
・
関
心

を
高
め
て
い
く
教
育
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
は
、
高
校
と
大

学
の
相
互
交
流
・
連
携
を
通
じ

て
、
高
校
生
の
視
野
を
広
げ
、

進
路
に
対
す
る
意
識
や
学
習
意

欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
大
学

の
求
め
る
学
生
像
お
よ
び
教
育

内
容
へ
の
理
解
を
深
め
、
か
つ

辺
地
域
の
活
性
化
、
地
域
の
課

題
解
決
へ
の
対
応
、
多
様
な
世

代
交
流
の
創
出
等
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

本
学
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に

は
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
東
日
本
賃

貸
住
宅
本
部
東
京
東
・
千
葉
地

域
本
部
長 

久
保
木
茂
文
氏
、

本
学
か
ら
川
並
弘
純
学
長
、
増

井
三
夫
副
学
長
等
が
出
席
し
、

協
定
書
へ
の
署
名
が
取
り
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
川
並
学
長
は
、

「
若
い
学
生
た
ち
の
力
を
こ
の

ま
ち
づ
く
り
と
街
の
活
性
化
に

生
か
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て

新
た
な
取
り
組
み
が
で
き
れ
ば

う
れ
し
い
」と
意
欲
を
示
し
ま

し
た
。
ま
た
、
久
保
木
氏
も「
こ

高
校
教
育
・
大
学
教
育
の
相
互

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。

　

締
結
式
に
お
い
て
、
川
並
弘

純
学
長
は
、「
大
学
・
短
期
大
学

の
四
年
間
、
二
年
間
で
学
生
た

ち
が
自
分
の
可
能
性
を
さ
ら
に

高
め
て
世
の
中
に
羽
ば
た
い
て

い
く
こ
と
が
高
等
教
育
機
関
の

使
命
で
あ
る
。
よ
り
理
解
の
深

い
生
徒
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
は

本
学
に
と
っ
て
も
大
変
有
意
義

で
あ
り
、
真
の
意
味
で
の
相
互

の
連
携
に
よ
り
学
生
た
ち
が
幅

広
く
深
い
人
生
を
過
ご
せ
る
よ

う
、
そ
の
一
端
を
担
い
た
い
」

と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

上
代
栄
校
長
は
、「
連
携
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生

徒
た
ち
が
高
校
教
育
で
は
得
ら

れ
な
い
深
く
広
い
学
び
を
経
験

し
、
生
徒
の
進
路
選
択
、
職
業

選
択
の
関
心
が
さ
ら
に
高
ま
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

の
た
び
の
連
携
を
も
と
に
、
長

き
に
わ
た
り
し
っ
か
り
、
共
に

協
力
・
協
働
し
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
連
携
事
業
へ
期
待

を
寄
せ
ま
し
た
。

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
連
携
協
定
を
締
結

千
葉
県
立
佐
倉
西
高
等
学
校
と

高
大
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

会場風景

さまざまな教材作品

来場者に作品解説をする4年生

協定を交わす上代栄校長と川並弘純学長（右）

協定を交わす久保木茂文氏と川並弘純学長（右）
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二
月
二
十
二
日（
火
）に
令
和

三
年
度
二
回
目
と
な
る
看
護
学

科
Ｆ
Ｄ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。テ
ー
マ
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で

『
学
生
の
主
体
的
学
び
を
促
す
』

臨
場
感
の
あ
る
実
習
に
す
る
た

め
の
創
意
工
夫
」で
し
た
。
各

学
科
目（
基
礎
看
護
学
、
成
人

看
護
学
、
老
年
看
護
学
、
小
児

看
護
学
、
母
性
看
護
学
、
精
神

看
護
学
、
地
域
看
護
学
）と
統

合
実
習
を
加
え
た
八
つ
の
実
習

に
つ
い
て
発
表
を
し
、
教
員
間

で
共
有
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、
令
和
二
年
度
に

引
き
続
き
三
年
度
も
実
習
期
間

の
短
縮
や
、
病
院
で
の
実
習

が
行
え
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

看
護
学
実
習
は
多
大
な
影

響
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し

こ
の
状
況
で
も
、
教
員
は
オ

ン
ラ
イ
ン
を
駆
使
し
、
病
院

側
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
や
、

学
生
が
地
域
に
あ
る
施
設
を

自
分
で
調
べ
て
訪
問
し
発

表
す
る
実
習
、
学
内
や
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
演
習
等
を
実
施
し
、

実
習
目
標
の
達
成
に
向
け

学
生
の
学
び
を
止
め
な
い

工
夫
を
し
ま
し
た
。
と
り
わ

け
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習

に
つ
い
て
は
、
看
護
学
科
創

設
当
時
か
ら
教
員
間
で
も

研
修
を
実
施
し
、
実
践
を
積

み
重
ね
て
き
た
こ
と
で
、
臨

地
実
習
の
代
替
と
し
て
も

各
学
科
目
で
活
用
で
き
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
こ
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
教
員
間
で

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
教
員
た
ち
の
実
践
の
振

り
返
り
に
も
つ
な
が
り
、
今
後

の
実
習
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
有
意
義
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

看
護
学
科
だ
よ
り

看
護
学
科
Ｆ
Ｄ
研
修
会
を
実
施

■
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
高
等
学
校

聖
徳
大
学
、聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
、埼
玉
大
学
、琉
球
大
学
、

東
京
都
立
大
学
、早
稲
田
大
学
、

慶
應
義
塾
大
学
、上
智
大
学
、東

京
理
科
大
学
、国
際
基
督
教
大
学
、

学
習
院
大
学
、明
治
大
学
、立
教

大
学
、法
政
大
学
、東
京
女
子
大

学
、日
本
女
子
大
学
、麻
布
大
学
、

跡
見
学
園
女
子
大
学
、桜
美
林

大
学
、大
妻
女
子
大
学
、川
村
学

園
女
子
大
学
、共
立
女
子
大
学
、

国
立
音
楽
大
学
、恵
泉
女
学
園

大
学
、工
学
院
大
学
、國
學
院
大

學
、国
士
舘
大
学
、駒
澤
大
学
、

実
践
女
子
大
学
、淑
徳
大
学
、城

西
国
際
大
学
、湘
南
医
療
大
学
、

昭
和
大
学
、昭
和
女
子
大
学
、成

城
大
学
、聖
心
女
子
大
学
、清
泉

女
子
大
学
、摂
南
大
学
、専
修
大

学
、大
正
大
学
、大
東
文
化
大
学
、

玉
川
大
学
、千
葉
工
業
大
学
、千

葉
商
科
大
学
、中
央
学
院
大
学
、

鶴
見
大
学
、帝
京
大
学
、帝
京
科

学
大
学
、帝
京
平
成
大
学
、東
京

有
明
医
療
大
学
、東
京
医
療
保

健
大
学
、東
京
音
楽
大
学
、東
京

家
政
大
学
、東
京
工
科
大
学
、東

京
電
機
大
学
、東
京
都
市
大
学
、

東
京
農
業
大
学
、東
都
大
学
、東

邦
大
学
、東
洋
大
学
、二
松
學
舍

大
学
、日
本
大
学
、日
本
歯
科
大
学
、

文
教
大
学
、明
治
学
院
大
学
、武

蔵
野
大
学
、武
蔵
野
音
楽
大
学
、

目
白
大
学
、森
ノ
宮
医
療
大
学
、

立
正
大
学
、流
通
経
済
大
学
、麗

澤
大
学
、和
洋
女
子
大
学
、大
妻
女

子
大
学
短
期
大
学
部
、帝
京
短

期
大
学
、東
京
経
営
短
期
大
学
、

太
陽
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
、

千
葉
ビ
ュ
ー
ティ
ー
＆
ブ
ラ
イ
ダ
ル

専
門
学
校
、中
央
医
療
技
術
専

門
学
校
、東
京
医
療
専
門
学
校
、

東
京
ベ
ル
エ
ポ
ッ
ク
製
菓
調
理
専

門
学
校
、山
野
美
容
専
門
学
校

■
取
手
聖
徳
女
子
高
等
学
校

聖
徳
大
学
、聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
、立
命
館
大
学
、芝
浦
工
業

大
学
、跡
見
学
園
女
子
大
学
、茨

城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
、桜
美
林

大
学
、大
妻
女
子
大
学
、京
都
芸

術
大
学
、共
立
女
子
大
学
、国
立

音
楽
大
学
、駒
沢
女
子
大
学
、実

践
女
子
大
学
、昭
和
音
楽
大
学
、

昭
和
女
子
大
学
、城
西
国
際
大

学
、清
泉
女
子
大
学
、聖
心
女
子

大
学
、つ
く
ば
国
際
大
学
、帝
京

科
学
大
学
、帝
京
平
成
大
学
、東

京
音
楽
大
学
、東
京
農
業
大
学
、

東
洋
大
学
、東
洋
学
園
大
学
、日

本
医
療
科
学
大
学
、日
本
赤
十

字
看
護
大
学
、日
本
大
学
、文
化

学
園
大
学
、文
教
大
学
、立
正
大

学
、ス
カ
イ
総
合
ペ
ッ
ト
専
門

学
校
、総
合
学
園
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ア
カ
デ
ミ
ー
、山
野
美
容
専
門

学
校
、日
本
書
道
専
門
学
校

■
附
属
小
学
校

●
男
子
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

中
学
校
、開
成
中
学
校
、渋
谷
教

育
学
園
幕
張
中
学
校
、早
稲
田

中
学
校
、市
川
中
学
校
、東
邦
大

学
付
属
東
邦
中
学
校
、栄
東
中

学
校
、江
戸
川
学
園
取
手
中
学

校
、立
教
池
袋
中
学
校
、開
智
中

学
校
、芝
浦
工
業
大
學
柏
中
学

校
、芝
浦
工
業
大
学
附
属
中
学

校
、専
修
大
学
松
戸
中
学
校
、成

蹊
中
学
校
、茗
溪
学
園
中
学
校
、

帝
京
大
学
系
属
帝
京
中
学
校
、

春
日
部
共
栄
中
学
校
、獨
協
中

学
校
、千
葉
日
本
大
学
第
一
中

学
校
、日
出
学
園
中
学
校
、青
森

山
田
中
学
校
、浦
和
実
業
学
園

中
学
校
、日
本
学
園
中
学
校
、駒

込
中
学
校
、二
松
學
舍
大
学
附

属
柏
中
学
校
、佼
成
学
園
中
学

校
、千
代
田
国
際
中
学
校

●
女
子
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

中
学
校
、渋
谷
教
育
学
園
幕
張

中
学
校
、桜
蔭
中
学
校
、女
子
学

院
中
学
校
、白
百
合
学
園
中
学

校
、市
川
中
学
校
、浦
和
明
の
星

女
子
中
学
校
、千
葉
県
立
千
葉

中
学
校
、東
邦
大
学
付
属
東
邦

中
学
校
、栄
東
中
学
校
、頌
栄
女

子
学
院
中
学
校
、江
戸
川
学
園

取
手
中
学
校
、開
智
中
学
校
、芝

浦
工
業
大
學
柏
中
学
校
、千
代

田
区
立
九
段
中
等
教
育
学
校
、

共
立
女
子
中
学
校
、佐
久
長
聖

中
学
校
、茗
溪
学
園
中
学
校
、国

府
台
女
子
学
院
中
学
部
、麗
澤

中
学
校
、品
川
女
子
学
院
中
等

部
、山
脇
学
園
中
学
校
、成
田
高

等
学
校
付
属
中
学
校
、江
戸
川

女
子
中
学
校
、光
塩
女
子
学
院

中
等
科
、千
葉
日
本
大
学
第
一

中
学
校
、大
妻
中
野
中
学
校
、日

出
学
園
中
学
校
、十
文
字
中
学

校
、東
京
家
政
学
院
中
学
校
、獨

協
埼
玉
中
学
校
、跡
見
学
園
中

学
校
、常
総
学
院
中
学
校
、昭
和

学
院
中
学
校
、和
洋
国
府
台
女

子
中
学
校
、二
松
學
舍
大
学
附

属
柏
中
学
校
、北
豊
島
中
学
校
、

文
京
学
院
大
学
女
子
中
学
校

■
附
属
幼
稚
園

　

附
属
第
二
幼
稚
園

　

附
属
成
田
幼
稚
園

　

附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
、国
府

台
女
子
学
院
小
学
部
、国
本
小

学
校
、日
出
学
園
小
学
校
、千
葉

日
本
大
学
第
一
小
学
校
、暁
星

国
際
小
学
校

■
三
田
幼
稚
園

　

八
王
子
幼
稚
園

　

多
摩
幼
稚
園

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学

校
、筑
波
大
学
附
属
小
学
校
、東

京
学
芸
大
学
附
属
竹
早
小
学
校
、

洗
足
学
園
小
学
校
、東
京
女
学

館
小
学
校
、文
教
大
学
付
属
小

学
校
、立
教
小
学
校
、東
京
創
価

小
学
校
、桐
光
学
園
小
学
校

　

四
月
か
ら
本
学
園
の
卒
業
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
舎
で
新
し
い

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
・

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
を
は
じ
め
、多
く

の
大
学
・
短
大
・
中
学
校
・
小
学
校
に
合
格
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
お
け
る
ユ
ネ
ス

コ
活
動
、
国
際
交
流
の
実
践
に

顕
著
な
成
果
を
上
げ
た
と
し
て
、

一
月
十
三
日（
木
）、
文
部
科
学

大
臣
よ
り
表
彰
を
受
ま
し
た
。

 光英VERITAS
中学校・高等学校
冨田 万貴子 教諭

令
和
三
年
度

文
部
科
学
省
大
臣

優
秀
教
職
員
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

卒
業
制
作
展

文
学
科
書
道
文
化
コ
ー
ス

　

二
月
十
八
日（
金
）か
ら
二
十

日（
日
）ま
で
、松
戸
市
文
化
ホ
ー

ル
に
て
文
学
部
文
学
科
書
道
文

化
コ
ー
ス
四
年
生
の
卒
業
制
作

展
、な
ら
び
に
書
道
研
究
部
の

春
季
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
春
卒
業
の
書
道
文
化
コ
ー

ス
の
学
生
は
七
名
。
四
年
間
の

集
大
成
と
し
て
書
き
上
げ
た
作

品
の
数
々
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
度

令
和
三
年
度

卒
業
生

卒
業
生
・・
卒
園
生

卒
園
生

合
格
合
格

堀込 文菜
臨 漢隷書碑 （160×39）×2

大川 梓
臨 牛橛造像記 （160×39）×2

中村 有沙
杜甫詩二首 （160×39）×2

引地 ゆい
陳子昂詩ニ首 （160×39）×2

今村 真衣
書譜之一節 （160×39）×4

中山 祐美
劉長卿詩酬李穆見寄 （53×170）

後藤 唯香
清原深養父の歌 （70×67.5）
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八
月
二
十
二
日（
日
）、
社
会

福
祉
学
科
卒
後
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
研
修
会
は
、「
卒

業
生
に
教
育
・
研
修
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、福
祉
・

教
育
・
保
育
等
の
専
門
職
の
養

成
と
専
門
職
能
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
」を
目
的
と
し
て
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催
案

内
に
は
、
学
科
教
員
全
員
か
ら

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し

た「
た
よ
り
」を
添
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
前
年
度

同
様Zoom

で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

令
和
四
年
度
に
向
け
て
、
対

面
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
の

授
業
の
良
い
点
や
改
善
点
等
を

学
生
と
共
有
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
一
月
三
十
一
日（
月
）、
初

め
て
学
生
と
共
同
の
社
会
福
祉

学
科
Ｆ
Ｄ
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
教
員
が
十
三
名
、
学
生
は

一
、二
年
生
二
十
九
名
が
参
加

し
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
て
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
授
業
で
は
、「
対
面
授

業
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
実
技
な
ど

を
取
り
込
む
こ
と
、
対
面
授
業

で
もT

eam
s

の
機
能（
チ
ャ
ッ

ト
や
資
料
保
存
）を
活
用
す
る

　
社
会
福
祉
学
科
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
教
員
が
学
生

や
卒
業
生
と
一
体
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
へ
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
実
施
し
た
二
つ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

会
の
冒
頭
、
精
神
保
健
福
祉

士
と
し
て
病
院
で
働
く
卒
業
生

か
ら
事
例
と
の
関
わ
り
の
様
子

を
通
し
て
近
況
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
卒
業
後
も
さ
ら
に
学
び

続
け
て
、
社
会
に
貢
献
し
て
い

る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
の
研
修
・
懇
談
で
は
、

養
護
教
諭
や
精
神
保
健
福
祉
士

の
職
種
ご
と
の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ

ト
ル
ー
ム
で
仕
事
上
の
悩
み
や

情
報
交
換
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は「
多
職

種
の
卒
業
生
と
の
情
報
共
有
が

で
き
た
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
る
課
題
と
解
決

策
を
多
方
面
か
ら
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
」「
保
健
室
内
で
の
感

染
対
策
や
マ
ス
ク
着
用
の
声
掛

け
の
方
法
な
ど
、
今
後
の
職
務

に
生
か
そ
う
と
思
っ
た
」等
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
卒
業
生
同
士
、

さ
ら
に
は
コ
ー
ス
担
当
や
元
担

任
教
員
と
会
話
が
弾
み
、
名
残

り
を
惜
し
み
つ
つ
、
次
回
対
面

で
の
再
会
を
祈
念
し
て
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

こ
と
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
、

一
定
の
ル
ー
ル（
顔
出
し
や
発

言
等
）を
設
け
る
な
ど
し
て
対

面
と
の
差
や
学
生
間
の
差
を
な

く
す
よ
う
努
め
る
こ
と
」、
と

い
っ
た
内
容
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
学
生

自
身
の
意
識
と

し
て
は
、「
受
け

身
で
授
業
を
受

け
な
い
こ
と
」

「
課
題
の
管
理
に

意
識
を
向
け
る

こ
と
」
な
ど
が
、

今
後
の
必
要
事

項
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
Ｆ
Ｄ
を
通
し
て
、
学

生
か
ら
は
、「
不
安
や
悩
み
を
共

感
・
共
有
で
き
、
安
心
感
が
生

ま
れ
、
今
後
の
活
力
に
も
な
っ

た
」「
こ
う
し
た
機
会
を
今
後
も

定
期
的
に
設
け
、
先
生
と
学
生

双
方
に
寄
り
添
え
る
よ
う
な
解

決
策
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
る
」

「
自
分
の
授
業
に

つ
い
て
の
姿
勢
や

授
業
の
受
け
方
を

再
度
振
り
返
る
機

会
に
も
な
っ
た
」

と
い
う
声
が
聞
か

れ
、
今
後
の
授
業

の
更
な
る
充
実
に

つ
な
が
る
有
意
義

な
会
と
な
り
ま
し

た
。

令
和
三
年
度
の

　
　
学
科
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

社
会
福
祉
学
科
卒
後
研
修
会
開
催︵
八
月
︶

二
〇
二
一
秋
学
期
Ｆ
Ｄ
を
実
施︵
一
月
︶

　

日
本
を
含
め
て
、
世
界
中
で

感
染
爆
発
的
な
感
染
を
起
こ
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
は
、
お
子
様
に
も

多
く
感
染
し
ま
し
た
。
日
本
で

は
、
今
年
の
一
月
二
十
一
日
に

厚
生
労
働
省
が
、
五
か
ら
十
一

歳
の
お
子
様
に
接
種
で
き
る
ワ

ク
チ
ン
の
薬
事
承
認
を
行
い
ま

し
た
。
日
本
小
児
科
学
会
予
防

接
種
・
感
染
症
対
策
委
員
会
に

よ
り
ま
す
と
、
①
五
か
ら
十
一

歳
の
健
康
な
お
子
様
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
十
二
歳
以
上
の
健

康
な
子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
同
様
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。

健
康
な
子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
は
、メ
リ
ッ
ト（
発
症
予

防
等
）と
デ
メ
リ
ッ
ト（
副
反
応

等
）を
ご
本
人
と
養
育
者
が
十

分
理
解
し
、
接
種
前
・
中
・
後
に

き
め
細
か
な
対
応
が
必
要
で
す
。

②
基
礎
疾
患
の
あ
る
お
子
様
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
重

症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
基
礎
疾
患
を
持
つ
お
子

様
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
ご
本
人
の
健
康
状
況
を

よ
く
把
握
し
て
い
る
主
治
医
の

先
生
と
養
育
者
と
の
間
で
、
接

種
後
の
体
調
管
理
等
を
事
前
に

相
談
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で

す
。
③
お
子
様
を
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
る
た
め
に
は
、

五
歳
未
満
の
お
子
様
は
今
回
の

ワ
ク
チ
ン
対
象
者
で
な
い
こ
と

か
ら
も
、
周
囲
の
成
人（
子
ど

も
に
関
わ
る
業
務
従
事
者
等
）

へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
重
要
で
す
。

　

五
歳
以
上
の
お
子
様
へ
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
順
調
に
進
み
、
お
子

様
の
安
全
・
安
心
な
保
育
、
教

育
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

（
所
長　

宮
川
三
平
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

お
子
様
へ
の
接
種

保
健
セ
ン
タ
ー  

所
長
だ
よ
り

+
+

検 索◀■

●

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
●

東
京
聖
徳
学
園
募
金
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
.０
４
７-

３
６
５-

１
１
１
１︵
代
︶

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttps://seitoku-u.ac.jp

/donation/

聖徳 募金

︵
注
︶公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

令
和
四
年
二
月
末
ま
で
に
寄
付
が
特
定
で
き
ま
し
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

︵
な
お
、
お
振
込
の
照
会
に
時
間
が
か
か
り
、
掲
載
が
遅
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
次
号
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。︶

●
取
引
業
者
関
係

六
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

有
限
会
社

　
　

セ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
様

︵
八
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

●
八
王
子
幼
稚
園
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学

　
　

八
王
子
幼
稚
園
父
母
の
会　

様

︵
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

●
教
職
員
関
係

ニ
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

妙
子

様

︵
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

「
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
」
寄
付
者
芳
名
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

順

様

︵
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

　

川
並　

麻
里

様

︵
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

︵
四
〇
、〇
〇
〇
円
︶

匿
名
希
望
者
合
計

●

合
計

七
件

六
五
、五
四
〇
、〇
〇
〇
円

●

累
計

五
三
七
件
一
六
四
、一
〇
九
、八
一
一
円

　

聖
徳
学
園
で
は
、幅
広
く
展

開
さ
れ
る
教
育
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
募
金
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金

　

本
学
の
教
育
・
研
究
活
動
を

多
岐
に
わ
た
り
ご
支
援
い
た
だ

く
募
金
で
す
。「
和
」の
精
神
を
建

学
の
理
念
と
し
、創
立
以
来
よ

り
続
く
思
い
や
り
や
慎
み
、い

た
わ
り
や
優
し
さ
、協
調
性
と

い
っ
た「
心
」の
育
成
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、四
つ
の
目
的
を

設
け
活
動
し
て
い
ま
す
。

︿
目
的
﹀

　
教
育
研
究
施
設
・

設
備
等
の
充
実

　
教
育
研
究
活
動
へ
の
支
援

　
社
会
連
携
活
動
へ
の
支
援

　
奨
学
金
制
度
の
充
実

●
聖
徳
大
学
香
和
会
五
十
周
年

　

記
念
奨
学
基
金

　

香
和
会（
大
学
院
・
大
学
・
短

期
大
学
部
の
通
学
課
程
の
同
窓

会
）の
皆
さ
ま
を
中
心
に
ご
協

力
頂
い
て
い
る
奨
学
基
金
で
、

香
和
会
特
待
制
度
の
原
資
と
な

り
ま
す
。
香
和
会
特
待
制
度
は
、

会
員
の
子
女
や
お
孫
さ
ん
、ま

た
会
員
ご
本
人
が
本
学
の
大
学

院
・
大
学
・
短
期
大
学
部
へ
の
入

学
を
希
望
す
る
場
合
に
入
学
金

の
一
部
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で

す
。

⋮
＊
⋮
＊
⋮
＊
⋮

　

ど
ち
ら
の
募
金
も
随
時
、受

付
を
し
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

︱︱ 

募
金
活
動
の
ご
案
内

募
金
活
動
の
ご
案
内 

︱︱

募
金
だ
よ
り

同窓会年間行事予定表   —ぜひご参加ください —

●聖徳学園
聖徳学園
菊 水 会

（同窓会連合会）
第20回 評議員会 ▶ 6月11日（土）

●大学院・大学・短大 香 和 会 総会 ▶ 9月18日（日）
●【通信】
大学院・大学・短大 聖 和 会

役員会 ▶ 5月
総会 ▶ 7月

●幼児教育専門学校 ひじり会
リズム講習会 ▶ 8月

総会 ▶ 9月

●光英VERITAS中高 爽 和 会
幹事会 ▶ 6月5日（日）
光英祭 ▶ 9月19日（月・祝）

聖徳成人式
令和5年
▶ 1月9日（月・祝）

●取手聖徳女子中高 聖 朋 会
幹事会 ▶ 4月
総会 ▶ 6月

聖徳祭（模擬店） ▶ 10月16日（日）
●附属小学校 秋 和 会

第35回 運動会 ▶ 5月15日（日）
第37回 聖徳祭 ▶ 10月16日（日）

今年度も各同窓会を行います。詳細については各同窓会からご案内申し上げます。

●聖徳大学附属幼稚園 かをり会 ▶ 6月4日（土）
●聖徳大学附属第二幼稚園 菊 水 会 ▶ 5月28日（土）
●聖徳大学附属成田幼稚園 すなお会 ▶ 5月28日（土）
●聖徳大学附属浦安幼稚園 知 水 会 ▶ 6月4日（土）
●聖徳大学三田幼稚園 なごみ会 ▶ 5月21日（土）
●聖徳大学八王子幼稚園 わかば会 ▶ 6月18日（土）
●聖徳大学多摩幼稚園 和香竹会 ▶ 7月2日（土）

社
会
福
祉
学
科
だ
よ
り

社
会
福
祉
学
科
だ
よ
り
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本
学
の
後
援
会
支
部
総
会
お

よ
び
保
護
者
会
は
、
北
海
道
か

ら
九
州
・
沖
縄
ま
で
全
国
十
一

の
支
部
で
毎
年
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
、

全
国
で
活
躍
す
る
卒
業
生
に
学

生
時
代
の
学
び
や
就
職
活
動
の

話
を
披
露
し
て
も
ら
う「
卒
業

生
に
よ
る
体
験
発
表
」は
、
毎

年
好
評
の
企
画
で
す
。
昨
年
度

開
催
時
の
発
表
か
ら
、
二
人
の

卒
業
生
を
紹
介
し
ま
す
。

　

井
上
真
歩
さ
ん（
令
和
三
年

三
月
児
童
学
部
卒
業
）は
、
幼

稚
園
教
諭
と
し
て
学
校
法
人
い

わ
は
ま
学
園
北
部
幼
稚
園
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
の

印
象
深
い
授
業
は「
保
育
表
現

（
ダ
ン
ス
）」で
、
子
ど
も
の
身

体
特
性
を
学
び
な
が
ら
実
際
に

踊
る
こ
と
で
専
門
的
な
知
識
を

深
め
ま
し
た
。
ま
た
幼
稚
園
な

ど
の
実
習
で
、
子
ど
も
同
士
の

ト
ラ
ブ
ル
で
の
対
応
な
ど
、
保

育
者
の
姿
を
見
て
実
践
的
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

就
職
活
動
を
始
め
た
当
初
は
、

保
育
所
と
幼
稚
園
と
の
就
職
で

迷
っ
て
い
ま
し
た
が
、キ
ャ
リ

ア
支
援
課
で
の
相
談
や
、
情
報

収
集
を
積
み
重
ね
て
、
現
在
の

幼
稚
園
に
就
職
を
決
め
た
と
振

り
返
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に

「
学
生
時
代
は
、
教
材
作
り
の

学
び
や
、
保
護
者
と
会
話
を
す

る
時
の
言
葉
遣
い
を
意
識
す
る

と
良
い
」と
後
輩
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

　

石
川
あ
い
さ
ん（
平
成
二
十

八
年
三
月
人
間
栄
養
部
卒
業
）

は
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
新
潟

市
の
保
健
衛
生
部
保
健
所
健
康

推
進
課
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

行
政
職
の
管
理
栄
養
士
は
毎
日

調
理
に
関
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
日
々
現
場
か
ら
調
理

の
手
順
や
食
材
の
切
り
方
に
つ

い
て
相
談
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時

に
、
大
学
時
代
の「
調
理
学
実

習
」で
の
経
験
が
生
き
、
机
上

で
の
知
識
だ
け
で
は
な
く
現
場

の
技
術
が
あ
る
こ
と
で
、
周
り

と
の
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
る

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
就
職
活

動
で
は
、
民
間
企
業
と
公
務
員

試
験
の
勉
強
を
併
行
し
て
お
り
、

進
路
に
は
長
い
間
悩
ん
だ
そ
う

で
す
。
家
族
へ
相
談
し
母
親
か

ら
の
一
声
が
き
っ
か
け
で
将
来

の
道
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
た

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
に

「
聖
徳
大
学
は
学
生
一
人
ひ
と

り
の
面
倒
を
し
っ
か
り
見
て
く

れ
る
。
勉
強
は
大
変
だ
っ
た
が

と
て
も
充
実
し
た
四
年
間
を
送

る
こ
と
が
で
き
た
」と
感
謝
の

言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

後
援
会
支
部
総
会
・
保
護
者

会
で
は
、
他
に
も
教
員
と
の
個

別
面
談
や
、
学
生
生
活
や
就
職

に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。
令
和
四
年
度
開
催
日

程
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
ぜ

ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

十
二
月
十
二
日（
日
）に
本
校

と
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
と
が

共
同
で「
第
六
十
五
回
グ
ル
ー

プ
研
究
発
表
会
」を
開
催
し
た

様
子
は
、
本
紙
二
月
号
に
て
お

伝
え
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
選
抜

さ
れ
た
本
校
保
育
科
第
二
部
の

学
生
グ
ル
ー
プ
七
名
に
よ
る
研

究
が
、
保
育
士
養
成
協
議
会　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
第
三
十
五
回

学
生
研
究
発
表
会
に
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
代
表
グ
ル
ー
プ
の
研

究
テ
ー
マ
は
、「
保
育
に
お
け
る

わ
ら
べ
う
た
の
効
果
と
実
践
方

法
」。
伝
承
遊
び
の
一
つ
と
し

て
子
ど
も
の
遊
び
や
生
活
の
中

　

本
校
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、令

和
五
年
四
月
の
新
校
舎
・
園
舎

オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
工
事
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
喧
噪
の
中
、
先
日
も
正

門
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
押
し
て

施
錠
の
解
除
を
求
め
る
懐
か
し

い
声
が
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
生

が
友
人
を
誘
っ
て
来
校
し
て
く

れ
た
の
で
す
。
勤
務
先
の
保
育

現
場
の
様
子
な
ど
、
教
職
員
に

近
況
報
告
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

中
に
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
開
催
日
に
合
わ
せ
て
来
校
し
、

飛
び
入
り
で
参
加
し
て
く
れ
る

卒
業
生
も
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
来
校
し
た
卒
業
生

の
声
は
、
事
務
室
に
置
か
れ
た

「SEIT
O

K
U W

ELCO
M

E

卒

業
生
ノ
ー
ト
」や「
後
輩
の
み
ん

で
受
け
継
が
れ
て
き
た「
わ
ら

べ
う
た
」が
、
子
ど
も
の
成
長
・

発
達
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ

る
の
か
を
研
究
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
都
内
の
大

学
を
会
場
に
、
関
東
・
甲
信
越

の
養
成
校
の
代
表
が
卒
業
論
文

の
内
容
を
発
表
す
る
形
式
で
し

な
へ・メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
」に
た

く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

●﹁
三
月
に
卒
業
し
た
︱
で
す
！

今
は
障
害
者
支
援
施
設
で
働
い

て
い
て
、
も
う
す
ぐ
一

人
で
仕
事
を
回
す
こ
と

に
な
り
ま
す
！
大
人
と

の
関
わ
り
で
す
が
、
め

ち
ゃ
楽
し
い
で
す
~
！

久
々
に
来
ら
れ
て
楽
し

か
っ
た
で
す
﹂

●﹁
私
は
大
学
・
専
門
と

ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
し
て

い
ま
し
た
。
色
々
と
大

変
で
し
た
が
、
様
々
な

人
た
ち
に
助
け
て
い
た

だ
い
て
卒
業
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
つ
ら

い
こ
と
も
あ
る
と
思
い

た
。
し
か
し
今
回
は
、
発
表
を

十
五
分
の
動
画
に
収
め
、
二
月

十
日（
木
）か
ら
末
日
ま
で
の
期

間
、YouT

ube

に
て
配
信
し
た

の
ち
、
二
月
十
八
日（
金
）に
、

Zoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
の
講
評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
部
三
年
生
七
名
の
メ
ン
バ
ー

に
と
っ
て
は
、卒
業
前
を
前
に
素

晴
ら
し
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

ま
す
が
、
諦
め
ず
に
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
﹂（
原
文
マ
マ
）

　

卒
業
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、学

生
の
み
な
ら
ず
教
職
員
に
と
っ

て
も
日
々
の
励
み
と
な
り
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
お
近
く
に

お
越
し
の
際
は
ど
う
ぞ
母
校
を

訪
ね
て
く
だ
さ
い
。
教
職
員
一

同
心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

保
育
士
養
成
協
議
会

第
三
十
五
回
学
生
研
究
発
表
会

「SEITO
K

U
 W

ELC
O

M
E

卒
業
生
ノ
ー
ト
」

令和4年度  後援会・保護者会 開催日程

附属 四園
父母の会総会 保育参観（1学期）

附属幼稚園 4月20日（水） 5月27日（金）

附属第二幼稚園 4月19日（火） 5月24日（火）

附属成田幼稚園 4月15日（金） 5月13日（金）

附属浦安幼稚園 4月18日（月） 5月14日（土）

大学 ･短期大学部
定期総会 聖徳大学
北海道支部総会・保護者会 札幌・札幌グランドホテル
新潟地区支部総会・保護者会 新潟・万代シルバーホテル
東北（南）支部総会・保護者会 郡山・ビューホテルアネックス
静岡県支部総会・保護者会 静岡・ホテルアソシア静岡
東北（北）支部総会・保護者会 仙台・仙台ガーデンパレス
甲信地区支部総会・保護者会 甲府・談露館
九州・沖縄地区支部総会・保護者会 那覇・ホテルJALシティ那覇
北関東支部総会・保護者会 大宮・JA共済埼玉ビル
東京地区・茨城県支部総会・保護者会（合同） 聖徳大学
千葉県支部総会・保護者会 聖徳大学

専門学校

保護者面談 （対象：保育科第１部2年、
　　　　第2部3年）

11月5日（土） 保護者会 （対象：保育科第1部1年、
　　　　第2部1年・2年）

光英VERITAS中高

4月29日（金・祝） 後援会総会

7月16日（土）・12月17日（土）・
令和 5 年   3月18日（土）

保護者会

附属小学校
保護者会（1年）
保護者会（2・5年）
保護者会（3・4年）
後援会総会
保護者会（6 年）

三田 三園
父母の会総会 保育参観（1学期）

聖徳大学三田幼稚園 4月22日（金） 5月25日（水）・6月1日（水）

聖徳大学八王子幼稚園 4月15日（金） 5月24日（火）・26日（木）・31日（火）

聖徳大学多摩幼稚園 4月18日（月） 5月16日（月）・17日（火）

取手聖徳女子中高

4月30日（土） 後援会総会

保護者会

令和4年度  シリーズコンサート 公演日程
　「聖徳学園シリーズコンサート」は、学生、生徒、 児童の情操教育活動
の一環として世界的に著名なオーケストラ、演奏家によるコンサート、
オペラ、日本の伝統芸能等幅広い分野にわたって、実物に接して心の
教育を実践するという本学園の特長的な教育として、川並香順記念
講堂を会場に、昭和56年から続けられています。

月日 時間 演目

4月26日（火）
15 :30
18 :30

①
② 聖徳学園「入門コンサート」

5月10日（火） 16 :00 鬼太鼓座

5月13日（金）
16 :00
18 :30

①
② 歓迎オルガンコンサート

5月16日（月） 18 :30 第41回 聖徳学園 『落語鑑賞会』

5月26日（木） 16 :00 世界に誇るヴィルトォーゾ岡田将のピアノ名曲集

9月15日（木） 18 :30 伝えたい歌・残したい歌

10月  5日（水） 16 :00 住谷美帆　サクソフォン・リサイタル

10月22日（土） 15 :00 第17回 聖徳オペラ 「フィガロの結婚」

11月  9日（水） 18 :30 ハンガリー国立歌劇場 「魔笛」

11月15日（火） 18 :30 ブダペスト・フィルハーモニー管弦楽団

11月24日（木） 16 :00 NDR北ドイツ放送フィルハーモニー交響楽団

11月28日（月） 18 :30 第37回 歌舞伎鑑賞会

12月  8日（木） 18 :30 ローマの休日　全編上演ライブコンサート

12月13日（火） 18 :30 第38回 聖徳学園 『第九の夕べ』

12月16日（金）
16 :00
18 :30

①
② 送別オルガンコンサート

令和5年
1月12日（木）

15 :45
18 :30

①
② 山本正人記念 第38回 聖徳学園 『吹奏楽の夕べ』

令和4 年3月現在　※コンサート演目、開演日時は変更になることがあります。

井上真歩さん

石川あいさん

4月11日（月）・20日（水）

4月18日（月）

4月19日（火）

4月22日（金）

4月20日（水）

 5月 7日（土）

 6月 4日（土）

 9月 4日（日）

 9月 11日（日）

 10月 2日（日）

 10月 9日（日）

 10月 16日（日）

 10月 23日（日）

 10月 30日（日）

 11月 6日（日）

 11月 27日（日）

6月27日（月） ～
7月16日（土）

4月16日（土）・12月17日（土）・
令和 5 年   3月11日（土）

大
学
・
短
期
大
学
部

令
和
三
年
度

後
援
会
支
部
総
会
・
保
護
者
会

活
動
報
告

講評会後メンバ―で記念撮影卒業生からのメッセージ
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本
校
書
道
部
に
よ
る
大
字
制

作
作
品「
一い
ち

言ご
ん

芳ほ
う

恩お
ん

」（
三
×
六

メ
ー
ト
ル
）が
、
松
戸
市
の
広

報
紙「
広
報
ま
つ
ど
」一
月
一
日

号
の
表
紙
を
飾
り
ま
し
た
。

　

制
作
に
つ
い
て
は
、昨
年
十
一

月
に
松
戸
市
総
合
政
策
部
広
報

広
聴
課
よ
り
本
校
に
依
頼
が
あ

り
、「
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
よ

い
年
に
と
い
う
願
い
の
こ
も
っ

た
言
葉
」「
お
正
月
ら
し
く
縁
起

の
よ
い
四
字
熟
語
や
こ
と
わ
ざ
、

故
事
に
因
ん
だ
言
葉
」な
ど
の

作
品
テ
ー
マ
へ
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
書

道
部
内
で
の
選
考
、
さ
ら
に
松

戸
市
広
報
広
聴
課
職
員
や
取
材

ス
タ
ッ
フ
と
の
打
ち
合
わ
せ
を

経
て
、
制
作
テ
ー
マ
を「
一
言

芳
恩
」と
し
ま
し
た
。

　

本
番
の
制
作
は
、十
二
月
十
四

日（
火
）、
本
校
に
て
行
わ
れ
、

同
時
に
そ
の
様
子
の
写
真
・
動

画
撮
影
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
一
言
芳
恩
」に
は
、「
声
を
か

け
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、

感
謝
す
る
こ
と
」と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。
部
員
た
ち
は
、

制
作
を
通
し
て
心
の
成
長
を
感

じ
合
い
、
感
謝
の
気
持
ち
や
信

頼
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
感
謝

や
人
々
の
支
え
合
い
、
思
い
や

り
、
信
頼
、
生
き
が
い
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
や
す
い
社

会
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
思
い
が
、

一
筆
一
筆
、
作
品
表
現
に
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
広
報
ま
つ
ど
」一
月
一
日
号

は
、
元
旦
の
新
聞
各
紙
朝
刊
折

込
と
し
て
市
内
全
域
に
配
布
さ

れ
た
ほ
か
、
市
内
の
公
的
施
設

な
ど
各
所
で
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
松
戸
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
制
作
過
程
の
動
画
紹
介
、

特
集
記
事
が
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「Catch Your Dream
」は
、

公
益
社
団
法
人
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア

チ
ー
ブ
メ
ン
ト
日
本（
以
下
、

Ｊ
Ａ
社
）主
催
の
進
路
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
本
校
で
は
例
年
、

中
学
校
の
進
路
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
企
画

で
す
。
本
来
は
協
賛
企
業
の
講

師
が
来
校
し
、
対
面
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら

生
徒
の
進
路
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
活
動
で
す
が
、コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、Ｊ
Ａ
社
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン（Zoom

）で
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
案
が
あ
り
実
施
に
至

り
ま
し
た
。

　

目
的
は「
夢
・
未
来
」「
仕
事
・

職
業
」の
二
つ
の
観
点
で
、セ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
自
分
の
将
来

像
に
通
底
す
る
価
値
観
に
つ
い

て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
他
人

の
価
値
観
へ
の
理
解
・
共
感
を

得
る
こ
と
、
ま
た
将
来
像
に
向

け
て
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

事
前
の
活
動
で
は
、
自
分
自

身
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

書
き
込
む
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

グ
ル
ー
プ
で
質
問
内
容
を
考
え

ま
し
た
。
二
月
十
六
日（
水
）当

日
は
、Zoom

を
通
し
て
各
グ

ル
ー
プ
で
三
名
の
講
師
と
会
話

を
し
な
が
ら
質
問
に
答
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
の
方
々

も
真
摯
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
価
値
観
を
認
識
し
た
り
、

自
分
の
将
来
像
に
夢
を
馳
せ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
キ
ャ
リ

ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
、
進
路
目

標
を
考
え
る
一
助
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

書
道
部
の
大
字
作
品
が

　
「
広
報
ま
つ
ど
」の

表
紙
を
飾
り
ま
し
た

中
学
二
年
生
が

「M
obile C

atch Your D
ream

」

を
実
施

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

一
月
十
日（
月
・
祝
）、「
高
等
学

校
音
楽
科
第
三
十
七
回
卒
業
演

奏
会
」が
聖
徳
大
学
香
順
メ
デ
ィ

ア
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
感
染
対
策
と
し
て
、
入
場
者

を
本
校
関
係
者
お
よ
び
出
演
生

徒
の
家
族
に
限
定
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
こ
の
三
月
に
卒
業
す

る
生
徒
六
名
が
色
と
り
ど
り
の

鮮
や
か
な
ド
レ
ス
に
身
を
包
み
、

中
学
・
高
校
で
の
学
び
の
集
大
成

を
披
露
し
ま
し
た
。
各
々
の
専
攻

す
る
声
楽
・
器
楽
の
ソ
ロ
演
奏
に

加
え
て
、
教
員
と
の
デ
ュ
オ
や
、

電
子
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
で
の
ピ
ア

ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
、オ
ペ
ラ
の
一

場
面
な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

一
月
十
四
日（
金
）、
毎
年
恒
例

の
百
人
一
首
・
書
き
初
め
大
会
が

行
わ
れ
、
体
育
室
に
は
中
学
二
・

三
年
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

百
人
一
首
は
国
語
の

授
業
の
中
で
、
担
当
の

生
村
伸
子
教
諭
に
よ
る

指
導
の
も
と
、
各
自
が

目
標
を
定
め
て
練
習
を

重
ね
、
大
会
当
日
を
迎

え
ま
し
た
。

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
試
合
が
始
ま
る
と
、

「
き
ゃ
ー
！
」と
札
を
取

り
合
う
声
が
そ
こ
か
し

こ
で
上
が
り
、
か
る
た

部
の
生
徒
が
相
手
に
当

た
っ
て
必
死
に
臨
む
姿

や
、
最
後
ま
で
お
互
い

に
譲
ら
な
い
熱
い
対
局

も
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

で
の
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
演
奏
会
で
は
、
生

徒
自
身
が
発
表
す
る
作
品
を
研

究
し
た「
プ
ロ
グ
ラ
ム
ノ
ー
ト
」

を
配
布
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
演

奏
へ
の
学
び
を
深
め
る
こ
と
を

目
標
に
、
音
楽
史
の
授
業
で
生
徒

自
身
が
作
成
し
た
も
の
で
、
ど
ん

な
曲
を
演
奏
し
て
い
る
の
か
、
来

場
者
に
作
品
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
会
場
の
確

保
に
も
支
障
を
き
た
す
な
ど
、
学

び
の
環
境
も
制
約
の
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
中
、生
徒

た
ち
は
思
い
思
い
の
演
奏
を
披

露
し
、
高
校
生
活
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
力
強
く
、
美
し
く
飾
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
書
き
初
め

大
会
で
は
、
床
に
自
分
の
毛
せ
ん

を
敷
き
、
三
年
生
は「
旅
立
ち
の

春
」、
二
年
生
は「
青
雲
の
志
」の

課
題
の
清
書
に
臨
み
ま
し
た
。
広

い
空
間
で
の
び
の
び
と
書
く
姿
。

緊
張
し
て「（
文
字
の
）バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
な
い
よ
ー
」と
嘆
く
声
。

書
写
担
当
の
羽
根
田
修
教
諭
が

助
言
を
し
て
回
る
中
、
生
徒
は
自

分
の
書
の
完
成
に
根
気
強
く
向

き
合
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
友

人
の
作
品
を
見
て
工
夫
を
施
す

者
、
逆
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
あ

げ
る
者
な
ど
、
共
に
練
磨
し
合
う

様
子
も
印
象
的
で
し
た
。

　

最
後
に
、
張
替
起
子
教
頭
か
ら

の
講
評
で
は
、
百
人
一
首
大
会
の

上
位
四
位
を
独
占
し
た

二
年
生
の
か
る
た
部
員

四
名
の
日
ご
ろ
の
練
習

成
果
が
讃
え
ら
れ
、
ま

た
、
三
年
生
に
は
義
務

教
育
か
ら
の
旅
立
ち
を

前
に
、
こ
れ
ま
で
の
自

分
の
頑
張
り
と
周
囲
の

サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
を
、

二
年
生
に
は
空
ほ
ど
高

い
志
を
持
ち
、
心
揺
れ

動
く
今
を
乗
り
越
え
て

ほ
し
い
と
励
ま
し
の
意

を
込
め
た
短
歌
が
贈
ら

れ
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
未
来
に
思
い
を
は
せ

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

■
高
校
音
楽
科

第
三
十
七
回  

卒
業
演
奏
会

中
学
百
人
一
首  

書
き
初
め
大
会
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附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

　

吹
奏
楽
連
盟
で
は
、
一
人
で
演

奏
す
る「
個
人
コ
ン
ク
ー
ル
」を

開
催
し
て
い
ま
す
。
本
校
で
も
参

加
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
一
校
か

ら
参
加
で
き
る
人
数
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
出
演
者
を
決
め
る
た

め
の
校
内
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　

六
年
生
一
名
、
五
年
生
三
名
、

四
年
生
四
名
の
計
八
名
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
朝
は
全
体
で

の
練
習
が
あ
る
た
め
、
休
み
時
間

を
利
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

ペ
ー
ス
で
し
っ
か
り
と
練
習
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

校
内
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合

格
し
た
三
名
は
、
一
月
二
十
九
日

（
土
）の
地
区
予
選
に
向
け
て
、
休

み
時
間
を
使
っ
て
伴
奏
合
わ
せ

　

一
月
二
十
七
日（
木
）、
三
年
生

の
英
語
の
授
業
で
授
業
研
究
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
自
分
た
ち
だ
け
で

外
国
人
の
先
生
と
会
話
し
て
み

よ
う
」と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行

い
ま
し
た
。
授
業
目
標
は
、「
知
っ

て
い
る
英
語
を
頼
り
に
、
外
国
人

の
先
生
の
言
っ
て
い
る
こ
と
を

『
類
推
す
る
』体
験
を
す
る
」と
、

「
知
ら
な
い
英
語
が
あ
っ
て
も
、

正
し
く
言
え
な
く
て
も
、
相
手
も

こ
ち
ら
の
言
い
た
い
こ
と
を『
類

推
し
て
く
れ
る
』こ
と
を
体
験
す

る
」で
す
。

　

日
本
人
の
多
く
は
、「
英
語
の

一
字
一
句
を
聞
き
取
れ
な
い
と
、

を
毎
日
行
い
ま
し
た
。
日
に
日
に

上
達
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
。
こ

の
調
子
で
当
日
を
迎
え
よ
う
と

し
た
矢
先
、
連
盟
か
ら「
選
考
を

動
画
審
査
に
切
り
替
え
る
」と
の

連
絡
が
あ
り
、
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｓ
中
高
の
ホ
ー
ル
に

て
演
奏
の
動
画
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。
程
よ
い
緊
張

感
の
中
、
三
名
と
も
普
段

の
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は「
会
長
賞
」

一
名「
優
秀
賞
」一
名「
優
良

賞
」
一
名
で
し
た
。「
会
長

賞
」に
選
ば
れ
た
松
本
海
美

さ
ん（
受
賞
時
六
年
）は
、地

区
代
表
と
し
て
三
月
十
九

日（
土
）に
行
わ
れ
る
千
葉

県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

相
手
の
話
が
理
解
で
き
な
い
」

「
完
璧
に
英
語
を
使
っ
て
表
現
し

な
い
と
、
外
国
の
人
に
言
い
た
い

こ
と
が
伝
わ
ら
な
い
」と
考
え
て

　

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
き
っ

か
け
で
、
出
演
し
た
三
名
は
も
ち

ろ
ん
、オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格

で
き
な
か
っ
た
児
童
、
さ
ら
に
ほ

か
の
部
員
た
ち
に
も
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。
自
信
を
持
っ
て
音
を

出
す
よ
う
に
な
り
、
演
奏
が
明
ら

か
に
上
達
し
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
個
人
技
を
高

め
、
相
乗
効
果
で
み
ん
な
が
上
達

す
る
。
個
人
コ
ン
ク
ー
ル
の
意
義

が
実
現
で
き
て
、
と
て
も
価
値
の

あ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

い
ま
す
が
、
逆
に
自
分
が
、
外
国

の
人
の
話
す
日
本
語
を
聞
き
取

る
時
に
は
、
こ
の『
類
推
』を
う
ま

く
使
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
す
。

　

授
業
当
日
は
、
緊
張
し
な
が
ら

も
何
と
か
外
国
人
の
先
生
と
自

分
た
ち
だ
け
で
会
話
し『
類
推
』

を
感
じ
た
よ
う
で
、
児
童
か
ら

「
全
部
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、

英
語
で
会
話
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
」「
今
ま
で
苦
手
だ
と
思
っ

て
い
た
英
語
が
、
思
っ
て
い
た
よ

り
も
話
せ
た
。も
っ
と
や
り
た
い
」

な
ど
の
振
り
返
り
が
あ
り
ま
し

た
。「
外
国
の
人
だ
か
ら
」「
何
語

だ
か
ら
」と
壁
を
作
る
こ
と
な
く
、

誰
と
で
も
会
話
し
て
み
よ
う
と

い
う
マ
イ
ン
ド
を
育
て
ら
れ
る

よ
う
、
今
後
も
外
国
人
の
先
生
と

会
話
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
授
業

を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
大
学
三
田
幼
稚
園

　

三
月
三
日
は
ひ
な
祭
り
で
す
。

こ
の
女
の
子
の
健
や
か
な
成
長

と
健
康
を
願
う「
桃
の
節
句
」の

伝
統
行
事
を
、
本
園
で
は
、
三
月

二
日（
水
）に
誕
生
会
と
併
せ
て

行
い
ま
し
た
。

　

本
園
で
は
、
ひ
な
ま
つ
り
会
に

合
わ
せ
て
今
年
も
ひ
な
人
形
を

飾
り
ま
し
た
。
最
近
の
家
庭
で
は

あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
七

段
飾
り
を
見
て
、
年
少
児
桜
組
の

子
ど
も
た
ち
は「
わ
ぁ
ー
い
っ
ぱ

い
あ
る
！
こ
れ
な
ぁ
に
？
」「（
お

内
裏
様
と
お
雛
様
を
み
て
）こ
れ

う
ち
に
も
あ
る
よ
」な
ど
と
口
々

に
話
し
て
い
ま
す
。
そ
の
会
話
を

聞
い
て
い
た
年
長
児
松
組
の
子

ど
も
た
ち
が「
こ
れ
は
三
人
官

女
っ
て
い
う
ん
だ
よ
」「
こ
の
人
は

甘
酒
を
入
れ
て
い
る
ん
だ
っ
て
」

「
こ
の
人
た
ち
は
、
楽
器
を
鳴
ら

す
人
な
ん
だ
っ
て
」と
、
今
ま
で

自
分
が
教
わ
っ
た
こ
と
を
教
え

て
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
折
り
紙
や
空

き
箱
な
ど
で
自
分
な

り
に
工
夫
し
て
雛
人

形
を
作
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

給
食
で
は
、『
季
節

に
合
わ
せ
た
行
事

食
』と
し
て
、
ち
ら
し

寿
司
を
メ
イ
ン
に
し

た
園
独
自
の
献
立
を

提
供
し
ま
し
た
。「
お

い
し
そ
う
だ
ね
！
」

「
ち
ら
し
寿
司
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
色
で
き
れ
い
だ
ね
」

な
ど
、
食
べ
る
前
は
い
ろ
い
ろ
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

食
べ
る
と
き
に
は
ル
ー
ル
を
守

っ
て
黙
食
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

本
園
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
季
節

の
折
々
に
日
本
の
伝
統
や
風
習

な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
な
ま
つ
り
会で

は
⋮

　

十
二
月
、第
四
十
五
回「
て
の
ひ

ら
文
庫
賞
」読
書
感
想
文
全
国
コ
ン

ク
ー
ル（
総
合
初
等
教
育
研
究
所

主
催
、文
部
科
学
省
後
援
、文
溪
堂

協
賛
）の
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
三
八
、〇
〇
〇
点

を
超
え
る
応
募
数
の
中
、
本
校
か

ら
は
最
優
秀
賞
二
名
、
優
秀
賞
二

名
、
優
良
賞
三
名
、
佳
作
賞
七
名
、

奨
励
賞
十
名
が
入
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
本
校
児
童
の
お
よ
そ
十
五

人
に
一
人
が
受
賞
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
学
校
と
し

て
、
十
年
ぶ
り
と
な
る
最
優
秀
校

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
校
の
児
童
は
日
ご
ろ
か
ら

本
に
慣
れ
親
し
み
、
登
下
校
の
バ

ス
や
電
車
内
、
ま
た
学
校
生
活
の

隙
間
時
間
を
利
用
す
る
な
ど
、
読

書
の
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
大
勢
の

児
童
が
受
賞
し
た
こ
と
は
、
こ
の

読
書
習
慣
の
賜
物
に
他
な
り
ま

せ
ん
。

　

本
校
で
は
今
後
も
児
童
の
読

書
環
境
を
整
え
、
作
文
指
導
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

■
附
属
小
学
校

「

て
の
ひ
ら
文
庫
賞
」

読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
校・最
優
秀
賞
受
賞
！

個
人
技
を
高
め
る
〜

吹
奏
楽
個
人
コ
ン
ク
ー
ル

外
国
の
人
と
会
話
を
す
る
こ
と

〜
小
学
校
英
語
の
授
業
研
究
が

行
わ
れ
ま
し
た
〜

　

春
の
日
差
し
が
暖
か
い
四
月
、

幼
稚
園
で
は
入
園
・
進
級
式
が
行

わ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
こ
の
二

年
間
は
通
常
の
入

園
・
進
級
式
は
実
施

で
き
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
こ
の
日
は
、

子
ど
も
た
ち
が
こ
れ

か
ら
始
ま
る
幼
稚
園

生
活
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
登
園
し
て
く
る
特

別
な
日
で
す
。
入
園

式
と
進
級
式
と
を
分

け
、密
を
避
け
、保
護

者
の
方
の
人
数
も
制

限
す
る
な
ど
感
染
対

策
を
取
り
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

入
園
式
で
は
、満
三
歳
児
の
子

ど
も
た
ち
も
一
緒
に
式
に
参
加

し
ま
す
。
小
さ
い
体
に
大
き
な

制
服
を
着
て
、緊
張
の
表
情
で
保

護
者
の
方
に
手
を
引
か
れ
な
が

ら
登
園
し
て
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
始
ま
る
幼
稚
園
生
活
へ
の
不

安
か
ら
、保
護
者
の
方
か
ら
離
れ

ら
れ
ず
、涙
ぐ
む
姿
も
見
ら
れ
ま

す
。
年
少
児
桜
組
の
子
ど
も
た

ち
の
中
に
は
、二
歳
児
ク
ラ
ス
の

頃
か
ら
本
園
に
在
籍
し
て
い
た

子
ど
も
も
い
ま
す
。
や
は
り
、幼

稚
園
に
慣
れ
て
い
る
ぶ
ん
落
ち

着
き
が
あ
り
、経
験
が
生
か
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

進
級
式
で
は
、一
つ
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
に
な
っ
た
在
園
児
が

満
面
の
笑
顔
で
登
園
し
て
き
ま

す
。
し
っ
か
り
着
席
し
て
学
園
長

や
園
長
の
話
を
聞
き
、大
き
な
声

で
返
事
を
す
る
姿
に
、子
ど
も
た

ち
の
一
年
間
の
成
長
を
感
じ
ま
す
。

　

朝
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
新
入
園
児
の
子
ど
も
た
ち
も
、

降
園
時
に
は
笑
顔
が
溢
れ
て
い

ま
す
。「
さ
よ
う
な
ら
」「
ま
た
明

日
」の
元
気
な
挨
拶
と
と
も
に
元

気
に
降
園
し
て
い
き
ま
す
。

入
園
・
進
級
式
の
一
日

聖
徳
大
学
八
王
子
幼
稚
園

2年 金田 悠輝 君 1年 太田 海維 君

昨年の入園式の様子

伴奏者の岡田教諭 松本海美さん
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ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』、
五
歳
児

は『
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
つ
る
』の

リ
ズ
ム
遊
び
を
行
い
ま
し
た
。

絵
本
や
童
話
を
も
と
に
一
学
期

か
ら
少
し
ず
つ
音
楽
や
踊
り
に

な
じ
め
る
よ
う
環
境
を
整
え
、

園
児
が
無
理
な
く
、
そ
し
て
意

欲
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し

て
き
ま
し
た
。
特
に
今
年
度
は
、

園
児
主
体
の
活
動
と
な
る
よ
う

教
師
が
意
識
し
、
三
歳
児
は
大

道
具
を
四
ク
ラ
ス
で
分
担
し
作

り
上
げ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の

体
よ
り
も
大
き
な
て
ぶ
く
ろ
型

の
段
ボ
ー
ル
に
、
赤
い
折
り
紙

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

園
児
主
体
の

「
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー
」

一
人
ひ
と
り
の

成
長
を
感
じ
て

～「
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー
」

を
終
え
て
～

　

三
学
期
に
な
る
と
、
幼
稚
園

で
は
一
年
間
の
集
大
成
と
し
て
の

発
表
会「
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー
」

に
向
け
て
の
活
動
が
活
発
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

し
て
踊
り
、
友
達
と
一
緒
に
セ

リ
フ
を
言
い
な
が
ら
ス
ト
ー
リ
ー

が
展
開
さ
れ
て
い
く「
リ
ズ
ム

遊
び
」や
、
鈴
、カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
、

タ
ン
ブ
リ
ン
、ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
、ウ
ッ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を

使
っ
て
の
合
奏
な
ど
、
友
達
と

一
緒
に
活
動
を
か
さ
ね
二
月

十
二
日（
土
）の
本
番
を
迎
え
ま

し
た
。

　

リ
ズ
ム
遊
び
で
は
、ク
ラ
ス

単
位
で
は
な
く
学
年
全
体
で
一

つ
の
お
話
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
満
三
歳
児
は『
た
ま
ご
の

あ
か
ち
ゃ
ん
』、
三
歳
児
は『
て

ぶ
く
ろ
』、
四
歳
児
は『
ヘ
ン
ゼ

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
保
育
も
二
年

が
た
ち
ま
し
た
。
当
初
は
ど
の

よ
う
に
保
育
を
行
え
ば
い
い
の

か
悩
む
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
は
状
況
に
合
わ
せ
、

し
っ
か
り
と
感
染
対
策
を
し
な

が
ら
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
月
末
に
予
定
し
て
い
た
発

表
会「
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー
」は
、

二
月
に
延
期
し
た
う
え
参
観
人

数
を
制
限
し
、
二
月
九
日（
水
）

と
十
日（
木
）に
分
散
し
て
行
い

ま
し
た
。

　

本
園
の
一
年
間
の
総
ま
と
め

の
発
表
会
で
あ
る「
た
の
し
み

ま
シ
ョ
ー
」で
は
、
絵
本
や
童

を
指
先
で
ち
ぎ
り
、
糊
の
適
量

を
考
え
な
が
ら
貼
っ
て
い
き
ま

す
。「
ぼ
く
も
や
っ
て
み
た
い
」

「
こ
こ
は
、
私
が
貼
っ
た
の
」な

ど
、
大
道
具
を
作
る
こ
と
に
興

味
を
示
し
、
自
分
た
ち
が
作
っ

た
も
の
を
使
っ
て
リ
ズ
ム
遊
び

を
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
活
動

が
意
欲
的
に
な
り
ま
し
た
。

　

園
児
の
思
い
を
引
き
出
し
な

が
ら
、
園
児
が「
楽
し
い
」と
感

じ
ら
れ
る
時
間
を
友
達
や
先
生

と
共
有
し
な
が
ら
活
動
で
き
る

「
園
児
主
体
の
保
育
」を
今
後
も

意
識
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

話
を
題
材
に
し
て
リ
ズ
ム
あ
そ

び
を
し
た
り
、カ
ス
タ
ネ
ッ
ト

や
鈴
な
ど
の
楽
器
を
使
っ
た
合

奏
を
行
い
ま
す
。
園
児
た
ち
も

本
番
に
向
け
、
友
達
と
一
緒
に

歌
に
踊
り
に
と
活
動
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

満
三
歳
児
パ
ン
ダ
組
に
と
っ
て

は
初
め
て
の
発
表
会
で
し

た
が
、
泣
か
ず
に
舞
台
に

立
っ
て
踊
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
三
歳
児
桜
組
は

一
人
で
せ
り
ふ
を
言
う
こ

と
が
で
き
、
四
歳
児
梅
組

は
自
分
の
役
に
な
り
き
っ

て
表
現
し
、
五
歳
児
松
組

は
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
す

る
ナ
レ
ー
タ
ー
役
ま
で
園

児
が
行
い
、
一
人
ひ
と
り

の
成
長
を
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

発
表
後
の
園
児
た
ち
は

達
成
感
に
溢
れ
た
充
実
し
た
表

情
を
見
せ
、
参
観
し
た
保
護
者

の
方
々
も
満
足
そ
う
な
表
情
で

帰
路
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
今

後
も
コ
ロ
ナ
禍
の
保
育
に
は
な

り
ま
す
が
、
園
児
の
成
長
を
促

し
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
る

二
日
間
で
し
た
。

　

二
月
に
な
る
と
、本
園
恒
例

の
総
合
表
現
発
表
会「
た
の
し

み
ま
シ
ョ
ー
」に
向
け
た
活
動

が
盛
ん
に
な
り
、園
内
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
リ
ズ
ム
あ
そ
び
の

曲
や
せ
り
ふ
、楽
器
の
音
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

　

満
三
歳
児
パ
ン
ダ
組
は
踊
る

こ
と
が
大
好
き
！
音
楽
が
鳴
り

だ
す
と
自
然
と
み
ん
な
が
集
ま

り
、張
り
切
っ
て
歌
い
な
が
ら

踊
り
始
め
ま
す
。
三
歳
児
桜
組

は
、自
分
の
役
だ
け
で
な
く
他

の
役
の
踊
り
や
せ
り
ふ
を
一
人

何
役
も
こ
な
し
、園
児
た
ち
だ

け
で
リ
ズ
ム
あ
そ
び
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
園
児
の
中
に
は
わ

か
ら
な
い
友
達
に
教
え
る
教
師

顔
負
け
の
姿
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
四
歳
児
梅
組
の
合
奏
で
は
、

　

本
園
で
は
、各
ク
ラ
ス
で
ピ
ー

マ
ン
や
ト
マ
ト
、き
ゅ
う
り
や

な
す
等
の
野
菜
を
は
じ
め
、ヒ

ヤ
シ
ン
ス
の
水
栽
培
な
ど
、年

間
を
通
し
て
植
物
を
育
て
て
い

ま
す
。

　

昨
年
の
十
月
に
は
、各
家
庭

か
ら
植
木
鉢
代
わ
り
と
な
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
持
っ
て
き
て
も
ら

い
、チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を

植
え
ま
し
た
。
年
長
組
は
毎
年

恒
例
で
一
人
ず
つ
朝
顔
を
栽
培

し
て
い
る
の
で
す
が
、全
園
児

が
一
人
一
鉢
ず
つ
お
花
を
育
て

る
の
は
初
の
試
み
で
し
た
。　

子
ど
も
た
ち
は「
私
の
ち
ゅ
う

り
っ
ぷ
だ
！
」と
と
て
も
喜
ん

で
、「
ど
れ
が
き
れ
い
な
花
が
咲

く
か
な
」と
球
根
選
び
に
も
真

教
師
の
指
揮
の
ま
ね
を
完
璧
に

こ
な
す
園
児
が
い
て
私
た
ち
を

驚
か
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、今
回
の
発
表
が
幼

稚
園
生
活
最
後
と
な
る
五
歳
児

松
組
で
す
。
演
目
の
リ
ズ
ム
あ

そ
び
は
、フ
ィ
ナ
ー
レ
で
ど
の

よ
う
な
ポ
ー
ズ
に
す
る
か
を
、

剣
な
表
情
で
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
ご
飯
を
食
べ
る

よ
う
に
、チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
は

水
が
必
要
と
い
う
こ
と
が
分
か

る
と
、毎
日
の
水
や
り
が
始
ま

り
ま
し
た
。
始
め
は
水
を
や
る

こ
と
が
楽
し
く
て
、日
に
何
度

も
水
を
や
っ
た
り
、一
度
に
大

量
に
や
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
や
り
す
ぎ
は
良
く
な
い
こ

と
を
知
る
と
、「
昨
日
雨
が
降
っ

た
か
ら
お
腹
一
杯
か
な
」と
水

や
り
を
控
え
た
り
、土
に
触
れ

て
み
て「
湿
っ
て
い
る
か
ら
水

い
ら
な
い
ね
」と
、自
分
た
ち
で

判
断
し
て
水
や
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
水
や

り
用
の
水
は
た
ら
い
に
溜
め
水

を
し
て
い
ま
す
が
、多
摩
地
区

に
あ
る
本
園
の
冬
は
と
て
も
寒

く
、朝
た
ら
い
に
氷
が
で
き
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、そ
れ
も
楽

し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

役
ご
と
に
友
達
と
一
緒
に
考
え

ま
す
。
踊
り
の
一
部
を
取
り
入

れ
た
り
、お
気
に
入
り
の
せ
り

ふ
を
決
め
ポ
ー
ズ
に
し
た
り
役

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
自

分
の
考
え
を
友
達
と
伝
え
合
う

こ
と
で
、み
ん
な
が
納
得
し
た

ポ
ー
ズ
が
決
ま
り
ま
す
。

　

活
動
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た

の
は
教
師
で
す
が
、そ
の
後
の

表
現
、展
開
は
園
児
次
第
。
自

分
た
ち
が「
や
り
た
い
」と
始
ま

っ
た
あ
そ
び
は
夢
中
で
エ
ン
ド

レ
ス
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
園

児
が
み
ん
な
友
達
と
し
て
一
緒

に
生
活
す
る
幼
稚
園
。
梅
組
の

リ
ズ
ム
あ
そ
び「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ

カ
メ
レ
オ
ン
」の
最
後
は
、「
や
っ

ぱ
り
今
の
自
分
が
一
番
好
き
」

と
声
を
そ
ろ
え
幕
が
降
り
ま
す
。

こ
の
言
葉
の
よ
う
に
個
々
の
良

い
と
こ
ろ
を
認
め
合
い
な
が
ら
、

笑
い
声
が
響
く
幼
稚
園
で
あ
り

た
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
芽
が
出
て

く
る
と
、子
ど
も
た
ち
は
花
が

咲
く
の
を
よ
り
楽
し
み
に
し
、

毎
日「
明
日
か
な
」「
か
わ
い
い

お
花
咲
い
て
ね
」と
言
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
進

学
進
級
す
る
頃
に
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
は
花
を
咲
か
せ
る
と
思
い
ま

す
。
一
本
一
本
が
、そ
し
て
一

人
ひ
と
り
に
ど
ん
な
花
が
咲
く

の
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

友
達
み
ん
な
と

一
緒
に
♪

目
指
せ
、

縄
跳
び
名
人
！

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

四
歳
児
年
中
組
で
は
、
十
一

月
か
ら
縄
跳
び
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
運
動
会
の
賞
品
に
縄

跳
び
の
縄
を
い
た
だ
い
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
縄
を
く

ぐ
っ
た
り
、
蛇
の
よ
う
に
く
ね

ら
せ
た
上
を
跳
ん
で
み
た
り
、

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
く
遊
ん
で

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
縄
跳
び
に
興

味
を
持
つ
様
子
を
見
て
、
今
度

は
長
縄
を
用
意
し
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
早
速
、「
先
生
長
い
縄
で

遊
ぼ
う
よ
」「
大
き
く
回
し
て

ね
」と
積
極
的
な
言
葉
が
飛
び

交
い
、「
私
、『
郵
便
屋
さ
ん
落
と

し
物
』知
っ
て
る
よ
。
先
生
や

ろ
う
よ
」と
い
ろ
い
ろ
な
縄
遊

び
が
展
開
し
ま
し
た
。

　

縄
跳
び
に
慣
れ
て
く
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
跳
べ
た
回
数
を

数
え
始
め
、「
今
日
は
○
回
跳
べ

た
」「
昨
日
よ
り
も
多
く
跳
べ

た
」と
目
標
を
も
っ
て
取
り
組

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で「
縄
跳
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー

ド
」を
取
り
入
れ
て
み
ま
し
た
。

一
日
一
回
、
教
師
に
縄
跳
び
を

見
て
も
ら
い
、回
数
ご
と
に
分
か

れ
て
い
る
シ
ー
ル
を
も
ら
い
ま

す
。
毎
日
の
自
分
の
頑
張
り
が

目
に
見
え
る
た
め
わ
か
り
や
す

く
、一
人
ひ
と
り
が
目
標
を
も
っ

て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
毎
日
い
っ
ぱ
い
練

習
し
て
頑
張
る
」「
昨
日
よ
り
○

回
多
く
跳
べ
た
よ
」「
縄
跳
び
名

人
に
な
る
ん
だ
」と
楽
し
み
な

が
ら
、
頑
張
る
気
持
ち
や
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
が
育
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た「
○
○
ち
ゃ

ん
よ
り
い
っ
ぱ
い
跳
べ
る
よ
う

に
頑
張
ろ
う
」と
競
争
意
識
も

芽
生
え
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
園
で
は
子

ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
康

で
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
べ
る
よ
う

環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
多
摩
幼
稚
園

「
ど
ん
な
花
が

咲
く
か
な
？
」

～
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
栽
培
～

満三歳児パンダ組
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聖徳大学主催入学説明会・個別相談（オンライン）予約制

聖
しょう

光
こ う

寺
じ

の遅咲き桜のご紹介
開催場所：蓼科山聖光寺 茅野市北山蓼科4035　　電話：0266（67）2397

　かすがの森から車で南に向かって約1時間。聖光寺は
蓼科湖湖畔に位置し、標高約1,200メートルの高さにあ
ることから、毎年4月下旬から5月上旬という遅い時期
に約300本のソメイヨシノが満開の時期を迎え、聖光寺
桜祭りが開催されます。下界が葉桜となってもこちら
ではまだまだお花見を楽しむことができます。桜の開
花にあわせて夜はライトアップも行われます。5月に楽
しむお花見はいかがですか？

長野県佐久市春日2258-1

信州佐久 春日温泉 自然体感リゾート ご予約はお電話にて 電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。

http ://www.kasuganomori.com/

学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

22.4.1 ret（14,7）

〒108 -0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

聖徳フラッシュ　第119号
発行人 ／川並 弘純　　編集 ／総務課

読者の声読者の声

春学期生願書受付期間
▶大学・短大 ～4月30日（土）【必着】

※書類選考のみ

聖徳大学・短期大学部で
取得可能な免許・資格

大学・短大卒業資格
幼稚園　小学校　中学校（英語・国語・社会）
高等学校（英語・国語・地歴・書道・福祉）
養護教諭
公認心理師（大学）　認定心理士
准学校心理士　心理相談員（基礎資格）
児童福祉司※要実務1年　児童指導員
心理判定員・児童心理司　保育士　
社会福祉士（受験資格）
精神保健福祉士（受験資格）　図書館司書
学芸員　社会福祉主事

教
員
免
許

教
員
免
許

資　

格

資　

格

聖徳大学（女子）・
聖徳大学短期大学部（女子） 開催

※詳細につきましては、各校にお問い合わせください。 ※予定は3月時点でのものです。学校説明会関係行事のご案内

　聖徳大学では、毎月オープンキャンパスを開催しています。各回の目玉プログラムを
逃さないよう、本学ホームページ「受験生応援サイト」をチェックしてください。教員に
よる学部・学科コーナーなど、聖徳のことがよくわかる企画がたくさんあります。
　ホームページよりご予約をお願いいたします。

日程
学校説明会・
吹奏楽コース説明会

■聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

▶4月 29 日［金・祝］ 10：00～

▶5月 14 日［土］ 10：00～

▶6月 26 日［日］ 10：00～

▶4月 16 日［土］10：00～

▶5月 7 日［土］10：00～

▶5月 28 日［土］10：00～

▶6月 18 日［土］10：00～
▶5月 21 日［土］10：00～ ▶6月 4 日［土］10：00～

▶4月 21 日［木］ 18：00～

▶5月 12 日［木］ 18：00～

▶6月 16 日［木］ 18：00～

▶5月14日［土］ ▶6月18日［土］

中学校説明会

▶5月21日［土］9：30～
▶6月25日［土］9：30～

高等学校説明会

▶5月28日［土］9：30～
▶6月18日［土］9：30～

オープンキャンパス（予約制） ショートオープンキャンパス（予約制）

入試説明会（予約制）

夜の進学説明会（予約制）

■聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

■光英VERITAS中学校・高等学校（共学）●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

幼児塾・幼児教室対象説明会 ▶4月21日［木］
系列幼稚園対象内部進学説明会 ▶4月23日［土］
個別相談会（オンライン開催） ▶5月30日［月］～6月3日［金］
学校説明会 ▶5月21日［土］・▶6月18日［土］

9：30～11：30 9：30～11：30

　聖徳大学オープン・アカデミー（SOA）では、4月～7月に開講する講座を多数
取りそろえています。皆さまのご受講を心よりお待ち申し上げております。

令和4年度 第Ⅰ期［春期］公開講座のご案内

講座名 講師日時 受講料

▶4月24日［日］ 10：30～12：30
来校型・オンライン配信型

▶5月22日［日］ 10：30～12：30
来校型・オンライン配信型

▶6月19日［日］ 10：30～15：00
来校型・オンライン配信型

●お問い合わせ：聖徳大学入学センター  フリーダイヤル0120-66-5531

※入会不要の講座もございます。詳しくはお問い合わせください。

今回、 恩師との対談形式で登壇いたします。
私は、 小さいときから運動が大好きで、 かけっこはいつも一番でした。
高校時代に失明したときに、 ひとつの転機が訪れます。
さまざまな出会いと経験から、私にとってのハードルを

いくつも乗り越えてきたことをお話しいたします。

令和4年度 SOAオープニングセレモニー

■お問い合わせ先／聖徳大学生涯学習課　Tel：０４７-３６５-３６０１
メール：soa@wa.seitoku.ac.jp　　　https://www.seitoku.jp/soa/

ハードルを乗り越えて

■ 日時／ 令和4年4月16日（土）
 13：00～14：30終了予定（12：30開場）
■ 会場／ 聖徳大学川並香順記念講堂
■ 参加費／ 無料
■ お申し込み方法／生涯学習課へお電話またはメールにて承ります。
 （定員500名になり次第、 受付終了）

講演

S-1 鉛筆デッサン体験（基礎編） 6／11 （土・1回）
10：45～12：10  1,550円

聖徳大学准教授
西園　政史

S-2 シニア向けの食育講座 5／20 （金・1回）
10：45～12：10  1,550円

聖徳大学准教授
祓川　摩有

S-3 足腰を鍛えるために～ Let's タップダンス！
5／10～7／5 （火・5回）
10：45～12：10  7,750円

聖徳大学准教授
関口　明子

S-4 温故知新の食品学 5／30～6／27 （月・5回）
10：30～11：55  7,750円

聖徳大学名誉教授
林　徹

S-5
看護学部リレー講座

「賢いバイキン新型コロナウイルスから学んだこと
～自宅での感染予防のポイント～」

5／31 （火・1回）
10：30～11：55  1,550円

聖徳大学教授
崎浜　智子

S-6 音楽学部ピアノリレー講座
「ピアノの魅力Part16」

6／18 （土・1回）
13：00～14：25  1,050円

聖徳大学教授
山田　昌宏

S-7 パイプオルガンレクチャーコンサートシリーズ2022
5／14、 5／28 （土・2回）
13：00～14：25 　 各回1,050円

聖徳大学教授
松居　直美
聖徳大学講師
浅井　寛子

S-8 パイプオルガンカレッジ　　　　　　（大人向け）A、B
4／23～6／18 （土・5回）A13：00～14：25  7,750円B14：35～16：00

聖徳大学教授
松居　直美

S-9 コンピュータを使って　　　　　音楽にふれてみよう！
4／25～6／13 （月・8回）
10：45～12：10  12,400円

聖徳大学准教授
小栗　克己

S-10 保育ブラッシュアップ講座 5／13～6／10 （金・5回）
14：00～15：25 7,750円

聖徳大学短期大学部教授
岡田　耕一 ほか

S-11“食の松戸物語” Part60 5／12～6／9 （木・5回）
14：00～15：25  10,250円

聖徳大学教授
長江　曜子

講師  高田 千明 氏 （聖徳大学客員教授）
東京2020パラリンピック競技大会

女子走り幅跳び5位入賞

セイトクセイトクのの派 遣 会 社派 遣 会 社 だ か らだ か ら安心安心
派遣登録募集中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

新型コロナウイルス感染症新型コロナウイルス感染症（（COVIDCOVID--1919））の感染拡大が懸念されています。の感染拡大が懸念されています。
本紙に掲載しているイベント・行事については、今後中止・延期になる場合があります。

事前に各学校や園にお問い合わせをお願いします。

写真提供：茅野市観光協会

お問い合わせ 047-365-1200（直通）

通信教育部通信教育部（（共学共学））　令和4年度 春学期生募集令和4年度 春学期生募集

　通信教育部では、4月30日まで令和4年
度春学期生を募集しています。ぜひこの機
会に、働きながら免許や資格が取得できる
通信教育にチャレンジしてみませんか。
　今年度は、オンライン（Zoom）による入試
説明会と個別相談を実施しています。各回
事前予約制となります。詳細はホームペー
ジ「NEWS」でご確認ください。

■聖徳大学 通信教育部
■聖徳大学短期大学部 通信教育部

● 入学説明会 ※WebアプリZoomにて配信いたします。
開催日▶ 4月3日（日）　　開催時間▶ 13：00～13：45
● 公認心理師入学説明会 ※WebアプリZoomにて配信いたします。
開催日▶ 4月3日（日）　　開催時間▶ 11：00～12：10
● 入学個別相談 ※WebアプリZoomを使用したオンライン個別相談となります。 
開催日▶ 4月2日（土）・4月9日（土）・4月10日（日）　　開催時間▶ 各日 10：00～15：00

※予約は30分ごとになります。ご希望の日時を選択してご予約ください。

通信教育部HPより予約受付中
当日2日前の23：59までにご予約ください。
※インターネットにつながる PC・タブレット・

スマートフォンをご用意ください。（インター
ネット通信料はご本人様ご負担となります）


